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乳幼児医療費の助成に関する意見書 

 

現在、「少子化」がますます大きな問題となり、出生率も低下する一方です。収

入の少ない若年世帯は、子どもを生み、育てることに大きな不安を持っており、そ

れが「少子化」の一つの原因になっていると考えられております。そのため、子育

て中の若年世帯に対する社会的な支援強化が求められています。 

乳幼児医療の助成については、全国各地での運動の広がりを受けて、現在では全

都道府県で何らかの助成が行われるようになっていますが、自治体によって格差が

存在しています。   

よって武蔵野市議会は、貴職に対して、子どもたちの健やかな成長を社会的に保

障し、安心して子育てができるよう、乳幼児医療費の助成を国の制度として、一日

も早く実現することを強く要望いたします。 

 

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出します。 

 

 

 

平成１５年１２月１７日           

         

        武蔵野市議会議長 田 中 節 男 

 

内閣総理大臣 

 

厚生労働大臣 

あて 

 

  

 


